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 サブフェムト秒の時間分解能で X線/電子線回折分析を可能にするため、光パラメトリックチャ

ープパルス増幅（OPCPA）に基づく高強度超短パルスレーザーの開発が世界で進められている。

しかし、OPCPAにおいて得られる超短パルス光のエネルギーは同時に発生する超蛍光の影響によ

り制限される問題点がある。そこで、本研究では超蛍光の発生を抑制するため、気体の四波混合

を利用する広帯域前置光増幅に関する研究を行なった。本講演では波長 784 nmと 392 nmの 2種

のポンプ光を用い、それぞれ異なる伝搬モードで四波光パラメトリック増幅を引き起こし、増幅

利得と増幅帯域の違いを研究した内容を報告する。 

チタンサファイアチャープパルス増幅器（784 nm, 100 fs, 1 mJ, 

1 kHz）の出射光を 2つに分け、一方をサファイア板に集光して

白色光を発生させた。これをシード光、もう一方のレーザー光を

ポンプ光として用い、アルゴンを充填した中空ファイバー中へ

集光した。出射光のスペクトルをマルチチャンネル分光器で計

測した。 

Fig. 1(a)は、784 nm のポンプ光を用いた場合に得られた出射

光シードスペクトルである。中空ファイバー中のアルゴン圧力

を各波長において最適化することにより、450 nm~700 nmの領

域において光増幅が確認できた。これは中空ファイバー中を入

射光が高次の伝搬モードより EH11 モードで伝搬した方が広帯

域で光増幅するためだと考えられる。また Fig. 1(b)は 392 nmの

ポンプ光を用いた時の出射光スペクトルである。この場合、高

次の伝搬モードで伝搬しているため増幅波長域が 450 nm~540 

nmの狭い領域に限られていた。また、中空ファイバーからの出

射光が 2000倍以上に増幅されていることが確認できた。392 nm

と 784 nm のポンプ光を用いた場合を比較すると、中空ファイ

バー中の伝搬効率は短波長側の方が高いため、392 nmのポンプ

光の場合に、高い増幅利得が得られたのだと考えられる。 

Fig. 1 Spectra of the output pulse amplified 

obtained using a pump pulse emitting at 784 

nm (a) and 392 nm (b). The spectrum is 

normalized by the peak intensity of the seed 

spectrum obtained without using a pump 

pulse. 
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